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　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　２月　２３日　(土)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　松沢　厚子　　記録者　庭田　誓子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· もうすぐ３月になります。中間サマリー、人事考課面接の時期になりましたので、各自でスケジュールを見て、計画的に、期限に間に合うようにすすめていきましょう。　

· 人事考課のフォルダは、ＷＩＺの南病棟の中に、フォルダを設けています。

＜患者様連絡事項＞

金橋　トキノ様～昨日、保護者様（次男）とＳＷで、今後について、話し合いをしています。

　　　　　　　　　　ＳＷより在宅訪問やデイケアの利用について話しをしています。

　　　　　　　　　　退院に関しては、家族様の都合もあり、４月上旬から中旬頃の予定としています。３月に入ったら、再度ＳＷより家族様に退院について連絡する事になっています。

　　　　　　　　　　※連絡先、家族様の窓口は、次男様になります。周知して下さい。

· 若松　高様～入院費のことについて、本日ＳＷと家族様とお話しています。

　　　　　　　今後は、家族洗濯、買い物カードなしになります。

　　　　　　　毎週金曜日の夕方１８時から１９時の間に息子様がいらっしゃり、洗濯物

　　　　　　　や、差し入れのお茶を持ってきてくださることになりました。

　　　　　　　スタッフ全員で周知し、洗濯物が溜まってしまう事などないようにしましょう。

· 今後、連絡先は、息子様の携帯電話になります。周知して下さい。

＜食事ケア検討＞

・佐々木利男様～隣に座っている他者のご飯を取って食べようとしてしまう行為見られることから、食事の際の席を変更しています。

　　　　　　　　Ｄユニットの詰所にあるホールでの食事の際の席順を見て、確認し、周知して下さい。

【食事介助の手順】

· 患者の心身機能を把握する

· 患者の意向を確認し、これから行なう介護の説明を行う

· 出来るだけ離床させ、寝食分離を心掛ける。離床が困難な場合でも、出来るだけ起こす。

· 尿意、便意の有無を確認し、排泄を先に済ませる。

· テーブルの高さなど食べやすい環境を整え、エプロン、タオル、食器などの準備をする。

· 手洗い、またはお絞りで手を清潔にする。

· 適切な食器類を選択して配膳すると共に、食事は適温にする。

· 食事環境を整え、患者のペースに合わせて、必要な食事介助をする。

· 下膳時には、食べ残しなどチェックする。

· 安楽な姿勢を確保し、静かに体を休める。

【食事介助時の注意事項】

· 患者の食事のペースに合わせて、好みにも配慮しながら主食、副食と交互に行う。

· 食べ物が気管に入ると肺炎や呼吸困難になることもあるので、誤燕に注意しながら行う。

· 食後にはお茶や水をすすめ、口の中に食べ物が残っていないか確認する。

その後、うがい、歯磨きなどの口腔ケアを実施する。嚥下障害がある方には寒天。

· 必要な場合は、服薬の確認を行う。

· 食事量を把握して記録する。

· 自助具、福士用具などを活用して、出来るだけ自分で食べれるように工夫する。また、必要に応じて見守り、声掛けを行う。

· 食事後は、最低30分～１時間は起きて頂き、すぐに臥床させることが無いようにしましょう。やむを得ず、すぐに臥床させる場合は、必ずギャッチアップし、誤燕、肺炎の予防に努めましょう。

【認知症のある患者の場合】

· 認知症のある患者の介助では、食べた事を忘れる事、過食に注意する必要があります。

· １回の食事量を考慮し、低カロリーのものを多めにするなど、食事の回数を増やす工夫や、食事以外のことに興味をもつように働きかけてみる。

· 常に満腹感がなく、食物を求め続ける事が多い場合、誤って異物を食べないように、手の届く範囲には、危険な物を置かないようにする。

· そのほかに、患者との信頼関係を保ち、観察を十分に行い、状態を把握し、精神的に安定するような環境づくりに配慮し、一人一人に合った食事介護の工夫をする。

「摂取することの意味」

食べる時間やリズムにはは個人差があり、個々の心身機能に合わせて食べれるように配慮することが必要。食べこぼしがあったり時間がかかっても自分で食事をしようとする意欲や楽しみを尊重し、福祉用具なども活用しながら、余り手を出さずに一部介助や見守りなどを行い、自立に向けた介助を心がける事が重要である。

· 食後のチェックポイント

· 食事、水分の摂取量の確認

· 満腹感はあったか

· 好みにあった食事であったか

· 疲労感はなかったか

· 食事の残食の有無

※食事の残量が多い場合は心身機能の確認の他に食事量、調理内容、介助方法についても

　再確認する。その際は状態も含め記録に残し、関係職種に連絡など行い、今後の検討材料にする。







